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　経済システムを代替的に設計しうるという発想は，目新しいものではな
い。しかし，現代経済学に伝統的手法よりももっと広い観点に立って，．経済
システム理論を構築していこうとする発想は新しいものである。筆者は，以
前に「経済システムと計画プロセス」というテーマのもとに，伝統的手法に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）のっとって，分権的計画プロセスの可能性について吟味したことがある。そ
こで何よりも魅力的だったのは，経済システムそのものが選択変数たりうる
という視点であった。そこには，現存する社会主義経済のシステム，資本主
義経済のシステムをとわず，あらゆる経済システムは，共通した言葉でもっ
て記述でき，ある定あられたパーフォマンスの基準にてらしてそれらを比較
対照できるという願望をいだかせるというメリットが内包されていた。筆者
はもっと広い観点にたって，この願望がいかにして可能であるかについて模
（1）本論文の作成については，「経済システムにおける情報の役割と不確実性に関す
　　る理論的研究」のテーマで50年度文部省科学研究費の援助をうけた旨記しておきた
　い。本論文はその研究の一部である。
（2）　「経済システムと計画プロセス」，岡山大学経済学会雑誌第5巻第1号。
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索していたといってよい。こういつた筆者自身に課せられたテーマは，新し
くまtc前途多難の仕事であることは承知ずみである。筆者は，ある特殊な経
済システムについて議論した，以前の論稿の終りに，　“新たな検討を次の機
会にまわすミとして課題を残していたのであるが，文字通り，装いを全く新
たにしたアプローチで登場いkすこととは相なった。正直いってこれまでに
なにかを得た気持はあるけれども，いまだに自分の影をおいかけるごとくに
模索を続けているというのが偽らざる心情である。
　さて，経済システム理論（Economic　Systems　Theory）はどのようなもの
であり，どういつだ課題に答えようとしているかという経済システム理論の
役割と使命にづいて一つの有力な手がかりを与えようとしたのは，J．　Kornai
　　　　　　　　　　　　　　　（3）の著作においてであると思われる。彼は現実的有効性をもつ真の経済システ
ム理論の構築の必要性を，ハンガリーという一つの社会主義経済体制の現実
を通して提唱している点に特色がある。彼の仕事は，自身断っているように，
半完成品であるとはいえ，読者を洗脳させてしまいかねないすぐれて現実感
覚のするどい学者のそれであることはほぼ間違いがない。したがって，本稿
においては，J．　Kornaiの議論を大いに参考にする、つもりでいる。
　本稿のテ・・一一マは次のごとくである。まずはシステムとはなにかについての
基本的な理解が必須であることから，ある論者のシステム論の一つの検討
を与えるという形で考える。そこでは，経済システムに限らず，いかなる分
野におけるシステム理解にとっても有効な一般的レベルのシステムの論理が
展開され，システムの構造の理解にまでいたる。つぎに，このシステム理解
を基盤としながら，経済システムの構造のちがいが情報のネットワーク（情
報構造）のちがいに依拠しているとの観卓に立ちつつ，経済システムの挙動
（Behavior）の基本的枠組について検討する。次に，不確i実性の下での経済
単位の合理的行動を，与えられた情報構造の中での情報の役割との関連で考
えてみる。最後に私としては氷遠のテーマとも思える，　「市場と計画化」が
　（3）　J．　，Kornai，　“Anti－Equilibrium”　（±971）．
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論じられ，そこから比較経済システム論はいかにして可能かについて中間的
ではあるが何らかの帰結をひきだしてみる。今回の本稿で論じられるのは，
1，皿，皿である。
???
　システムとはなにか，という定義の問題をいくら議論したところで，大し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）た実りはない。実際，G．　J．　Klirによれば，システムという概念の定義は24
ほどあるそうである。それらの定義を全部憶えたところで，システムとはど
ういうものかがわかるわけではあるまい。そうではなく，以下1正以降の本論
を展開していくうえで，その基本となつ圏ているミシステムミの．論理の理解の
仕方について筆者なりの議論をしておくことが急務であると考える。
　システム研究の究極の目的は，社会システムの理解であるはずであり，筆
者もそのように理解している。しかし経済システムよりも高次のあるいはよ
り巨大なシステムである社会システムの理解は容易ではない。鯵はださぬこ
とにしよう。われわれのぎりぎり望む守備範囲は社会システムのうちの一つ
のサブ・システムである経済システムであるにすぎない。
　さて，．ある特定のシステムの構造や運行のしかたを究明したいと考えてい
るときには，それは，当該主体が関心をもっている現実界の一部としての対
象についての一種の概念構成物についていっているのである，としよう。○
○システムとわれわれが呼ぶときには，現実に存在し，機能している具体的
な対象物を指すのではなく，上記の意味での一つの抽象であるということに
注意しておきたい。つまり，システムという仲介物を通して現実具体的に存
在するある対象物を理解しようと努めるのである。，システム理解にとっての
認識論（Epistemolgy）はいくっかありうるわけであるが，そのうちのある
ひとつを考えているにすぎない，といえるだろう。筆者はここでシステム哲
（1）　G　J．　Klir，　“An　APProach　to　general　Systems　Theory．　（！969），　pp．　283
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学について議論するつもりはない。ただ，システムを現存する具体的対象物
として把握するのではなく，あくまで抽象的・観念的な記号八二成物として
組みたてるという基本的姿勢を強調しておきたいと思うのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）　これからのシステムの論理に関する議論は，ある論者に負うところが多い。
　さて，ある特定のシステムを把握する手順（あるいはレベル）にはいくっ
かのものを区別することができる。システムはレベルが高度化するにつれて
要素間の連結の関係がより明確化し，システムの構造が明らかになってい
く。ここでは，システム把握のレベルとして次の三つのものを考えてみるこ
とにする。一つは言葉としてのレベル，二つは集合としてのレベル，三つは
　　　　　　　　　　　（3）関係としてのレベルである。これを言葉としてのレベルから関係としてのレ
ベルにいくにしたがって，システム把握のためのレベルが高度化していくも
のとして捉えるものとする。これら三つのレベルはシステム把握のための三
段階の手順を示すものとして理解している。言葉あるいは名辞はそれだけで
はシステムではない。システム把握のレベルの第一段階にすぎないと考えて
いる。システムのレベルの相違は，より簡単なレベルからはじめて，順次新
しい規定をつけ加えていくという形式でつくられていく。システム構成とい
われるものは基本的にはこのことをいったものと解する。
　いま，主体（つまり認識主体）が，「経済メカニズム」に関心をもったとし
よう。この場合，主体は，現実界から経済メカニズムとそれ以外の残部とを切
断しているのである。「経済メカニズム」というとき，主体はこれに対して何
らかのイメージをいだくし，残部（これを環境（Environment）という）iについ
　　　　　　　　　　　　　（4）ても何らかのイメージをいだく。経済メカニズムという名辞が主体にイメー
（2）公文俊平「一般システムの諸類型」講座，情報社会科学6，社会システム論の基
　　礎，皿（学研），1973．
（3）公文，op．　cit．においては，名辞としてのシステム，関係としてのシステム，
　構造としてのシステムに分類しているが，筆者は，名辞としてのシステムとは呼ぱ
　ない。
（4）　イメージの研究は，K．　E　Boulding，　c‘The　Image”（1956）に詳しい。
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ジをひきおこすのである。この名辞を記号Eで示そう。イメージの発生がシ
ステム把握の第一段階であると考えられる。言葉としてのレベルといったの
は実はこのことを指している。第二のレベルは，与えられた名辞をいくつか
の単位（Unit）あるいは属性（Character）の集合としてみるものである。
　主体が，いまn個の属性の集合としてとらえたいと考えているものとしよ
う。そのとき，
　　　E＝）　（61，　E2，　’’’’”，　8n）
としてこれを表わそう。ここに至って，Eを単なるイメージではなく，　「シ
ステム」としてとらえはじめたことになる。n個の属性はそれぞれがいくつ
かのとりうる可能な状態（state）をもっており，ある時点ではそのなかのあ
る状態をとると考えられる。たとえば，いまの経済メカニズム（いまや経済
システムと呼んでもかまわない）の例でいえば，属性のとり方は任意である
が，．何らかの経済システムのパーフォマンスの判定基準として採用できる望
まれる要件（Desiderata）を反映したものであることがのぞましい。そして，選
抜された属性は，それぞれが動きうる領域をもつ変項（∀ariate）としてとらえ
られねばならない。また，動きうる領域のことを“変域”とよんでおくのが便
利である。それぞれの属性にいまや変項の意味をもたせて，（Vl，　v2，……，Vn）
と記すことにする。すなわち，
　　　v＝　（vl，　v2，．．．．．・，　vn）
とかく。それぞれの変項の変域をVl，　V2，……，Vnとし，これらn個の変
域の直積を，
　　　v＝×v，
　　　　ユ≦：i≦n
とする。Vのことをシステムの変項の変域空間とよべるだろう。また，集合
｛E，V，　V｝のことを変域空間としてのシステムとよんでよい。変域鴨に
属する元の個数のことを次数とよぶことにすれば，この次数は変項のとり方
にしたがい決まってくる。たとえば，ある属性のとりうる可能な値がO％か
ら10Q％であるとき，次数を10ユとすることもできるが，50％を境にそれ以下
　　　　　　　　　　　　　　　一5一
　6
なら0，それ以上なら1で表示することにすれば次数は2である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）　以上の変域空間としてみられたシステムは閉じたシステムであった。しか
し，システムと環境との相互作用を考えることにすれば，それは開いtシス
テムになる。環境からシステムに働きかけてくるすべての変項を入湯，シス
テムから環境に向かって働きかけのため出ていく変項を出項，どちらでもな
い変項を内項とよぶ。図で示せば次のとおりである。
入滅
環境
　　内項
出項
システムは能動性をもつ。つまり，システムに入ってくる入項のすべてがシス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くのテムの機能に影響するとは限らず，システムは入項を選択できるのである。
あえてするこの考え方は，のちの，経済システムの特性を議論するばあいに
備えた便法である。
　さて，入項が々個あり，それらをXl，κ2，…，Xkで示す。出訴がe個あり，
それらをYl，　Y2，…，）Jeで示す。内項がq個あり，それらを21，22，…，　Zqで
示す。すなわち，それらの変項の集合を，
　　　x＝（Xl，　x2，……κ∂
　　　y・＝（yユ，Y2，……，ye）
　　　2＝（21，z2，……，　2，，）
とかく。ただし，定義より，集合X，y，2は互いに素である。さきのVは
開いたシステムではいまや，直和X＋y＋Zとして表わされる。入項の集合
xのうち，システムが選択した入門の集合をx’1，x’2，…，xtmとし〔いまや，
ズF（〆1，X’2，…X’m））（ただし，　m：≦k），元それぞれの変域を，　X’1，　X’2，…，
Xtmとする。出項の集合yの元それぞれの変域を，　Yi，　Y2，……Yeとし，
内項の集合zの元それぞれの変域をZ1，　Z2，……Zqとする。そのとき，こ
れら変域の直積を求めると，
　　　Xノ＝Xノエ×X’2×……×X’m
（5）　ミ閉じたミとは，システムが環境との相互作用を一切もたない場合をいう。
（6）　この仮定は一見，奇異にみえるかも知れない。
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　　　Y＝Yl×Y2×’’’”一×Ye
　　　Z＝＝Zi×Z2×’’’’”×Zq
となる。したがって，開いたシステムの場合の，変域空間としてのシステム
は，
　　　｛E，　xt＋y＋2，　XtxYxZ｝
とかけ，次数はm＋e＋qである。
　さて，次に考えるシステムのレベルは，さきに関係としてのレベルと呼ん
だものである。さきの集合としてのレベルでは，それぞれの変域をもった変
項の集合としてとらえる以上のものではなかった。変域をもった変項の間で
の相互依存性については注意がむけられていなかった。ここに，数学上の
　　　　　　　　　　．　．　（7，）重要な概念としての，関係（Relation）が導入される。関係とは，すでに定
義された直積の部分集合のことである。直積のある部分集合を考えることは
ある一つの関係を指定してやることに同じである。すなわち，さきの閉じた
システムを例にとっていえば，
　　　R（Vi，　V2，・‘・…，Vn）gV
を定めることと同じである。この場合は，直積yに関する多項関係を指定し
たことになる。ところで，さきに，変域上で変項のとりうる状態が時点（t）に
依存していることを指摘したが，ここで，ある一つの関係とは，ある時点t
（O≦；∫≦T）と一対をなしていると考えておくことにする。そのとき，いま
や閉じたシステムにおいて，
　　　｛E，　v，　V，　R，　t｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）を「変域時空間における関係としてのシステム」とよぶことができる。開い
たシステムについてはどうであるか。そのまえに，システム固有の能動性に関
して次のことに注意してみよう。システムは入項を選抜するとさきに述べた
（7）数学の概念としての蘭係については，GJ．　K：lir前掲書第0章か，qKl　Gordon．
　jrの‘‘1ntroduction　to　Mathematical　Strzactures”第4章を参照されたい。
（8）公文，op．　cit．　p．55では，時点tは考億されていない。
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が，Kornaiがシステムの“適応”凵Xのところでいみじくも指摘したよう
に，システムにはそれ固有の刺激閾（Threshold　of　Sensation）というもの
　　（9）があり，たとい入項として働きかけてきてもその閾にはまらないものについ
てはシステムは環境からの作用に無関心でありうると考えられる。また，内項
についても注意しておくことがある。内項とは，選抜せられた入項によって
影響されるけれども，出項には影響を及ぼさない変項のことである。しかも，
かかる入項のすべてがそれぞれそれ内項に影響するわけでもない。ブラック
・ボックスの議論はときに便利であるが，そこで考えられているのは入逐
一出島との間の影響的関連であり，ボックスの中味はあえて透かしてみな
いことである。下図が参考になる。
??
1一’．脚鳳鱒
t　　システム
1　　項
入項｛
入項
出項：
出項
1ブランク・ボックス
刺激閾
　そういうわけで，開いたシステムにおいてはある時点tについて，集合X’
とZとを対にとり，直積Xノ×Zの部分集合と集合Yとについて，その間
lc・2項関係を定めるやり方をとろう。すなわち，時点tにおいて，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10）　　　R（RG（X7，　Z），Y）⊆R。（Xノ，　Z）×y
である。ここに定義域として｛ala∈Ro（X’，　Z），（a，　b）∈R｝なる集合を，
値域として｛b［b∈Y，（a，の∈R｝なる集合を考えている。
　さて，開いたシステムでは，変域をもった変項を三つに分類し，それらの
間に成立する関係に注目したのであるが，もともと名辞としてある属性を変
項としてみたてたところがら出発した。しかし，すでに指摘していたように，
（9）　J．　Kornai，　op．　cit．　pp．　190－196．
（10）Ro（X’，　Z）⊆X’xZ。なお，公文氏は，集合X’および集合Z×Yとの間の二
　項関係を考えている。筆者のやり方は，内項は入項に影響虹関連をもつが出項には
　　もたないという点を強調したいがたφにそうしており，右辺の項の直積のとり方も
　相違している。
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変域をもつ属性ではなく，変域をもたない単位（Unit（s））ないし部分（Part
（s））につけられた名辞（これを要素（Element（s））とよんでよい）の間の関
係を問題にしたい場合もありうる。とくに，システムの中の階層性（Hierar・
chy）に着目したいときにはそうである。もちろん，単位ないし部分の集合
としてのとり方は任意でありうる。単位がいくつか集まった集合を一つのサ
ブシステムとしてみたてることだってできる。いくつかの単位の集合である
サブシステムをとくに領域（Sphere）とよんでおくことにする。領域のとり
方も任意でありうる。いま，P個のサブシステムを問題としよう。サブシス
テムにつけられた名辞S、（s・＝1，2，……，P）が与えられたとき，これらp
個のサブシステムの間に二項関係を設定することができる。すなわち，
　　　R（S，，　Ss）gS，×S，
　　　　（s＝1，　2ヂ・・…　，P）
　　　　　（11）がそれである。そこで，
　　　｛E，　S，，　R｝
を「階層性における関係としてのシステム」とよんでおきたい。
　関係としてのシステム把握の最終のステップはこうである。さきにみた
「変域時空間における関係としてのシステム」にしろ「階層性における関係
としてのシステム」にしろ，直積の部分集合を指定するという形で制約をお
いた段階をもう一歩進めて，そうした制約をなんらかの意味で生みださせて
いると考えられる要因をシステムの内部に設定することを試みることであ
る。まず，階層性における関係としてのシステムの構造的特性のより一層の
理解のためには，何らかの明示的に定められた○○システムと，与えられた，
その社会経済的要件によって具体的に規定される情報構造に依存するもので
あると考えた方がよいと思われる。したがって，この種の関係としてのシステ
（ll）集合Ssの次数（要素の数）はカであるから，直積S、×Ss（s＝1，2．……．P）の
　次数はP2である。したがって，直積Ss×S、は2P2個の部分集合をもつから，そ
　　　　　　こには2P個の関係があることになる。
　　　　　　　　　　　　　　一9一
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ムを，抽象的レベルの構造としてのみとらえることはいまはしない。こうし
た問題に関連してのより立ち入った議論はWにおいてなされる予定である。
　一方，変域時空間「における関係としてのシステムについては，抽象的レベ
ルでシステムの構造を議論することは部分的には可能である。公文氏の興味
　　　　　　　　　　　　　　（12）ぶかい高論を拠り所としてみたい。なお，閉じたシステムについてのみ考えて
おくことにする。変項の集合Vl，　v2，……，　Vnの適当な部分集合を考える。
その部分集合をS個とりだそう。すなわち，
　　　u1，　u2，・・・…　，　Ui，・・■■・・，　Us　（i一一1，　2，・一一・，s）
がそれである。個々の観について，元それぞれの変項の直積をとり，それ
を，
　　　σ1，σ2，……，Ui，……，σ、
　　　ヨラで示す。個々のσぜについて，ある部分集合を指定する。すなわち，制約を
課す。そのとき，
　　　W乞⊆U乞（i＝1，2，……，s）
なる∫個の関係のことを，システムの要素関係とよべる。集合悔，U¢，　W，｝
に一つの名辞を与えることができれば，この集合は要素関係としてのシステ
ムとよべるものである。この要素関係としてのシステムは全部でS個あるか
ら，そのS個の集合をンとすれば，それがシステムの要素関係を内包した
要素構造とでもよべるものとなる。よって，集合
　　　伍，”，γ，丑，レ｝
をつくることによって，要素構造としてのシステムの規定にまでいたるわけ
である。なお，公文氏は，システムの構造の規定の仕方を「一つの全体的な
関係として与えられているシステムの変域関係を，いくつかの部分的な関係
に分解し，それらの部分的な関係の共通部分としてもとの関係をとりだす」
　　　　　　　　　　　　　　　（14）という手続きとして捉えておられる。とれに関連するよりいっそうの議論お
（12）公文，op．　cit．　pp．62－64．
（13）公文氏は，このs個の変域空間のことを要索空間と呼んでいる。
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よび，要素構造の有向性（directedness）についての議論は，あとの課題と
して残しておきたい。
皿
　皿において展開した，システムの論理をおさえた上で，Kornaiの著作の議
論に目を転じたいわけであるが，実をいうと，彼の議論展開はNeo・Classical
　　　　　　　　　　（1）の経済学のあるグループに対する鋭い批判の書となっている。したがって，
彼の議論の展開は，反均衡というスローガンのもとに，あるいはそれととも
に理解するといったやり方がいいのかも知れない。しかし，本稿では，彼の
しりうまにのって，門門に立たされている一般均衡学派を批判するというよ
りも，彼が，新たな「経済システム理論」そのものに，どういつだ貢献をな
しえているかということを念頭におきながら，その積極的な面を強調しつつ
自分なりに議論してみたいと思う。今回は，彼がその著作の中で行なった経
済システムの一般的フレームワークの議論の一部に焦点をしぼり考えてみた
い。なお，以下の議論の展開は，Kornaiの議論を拠り所として筆者の考え
を整理したものであり，必らずしもKornaiに忠実ではないことを断わ’って
おかねばならない。
　経済システムの基本構造とはどんなものであろうか。これには，いくつか
のオールタナティブな考え方があるかも知れない。しかしなによりも，情報
（lnformation）というものが経済システムのfunctioningにおいて果たす
重要な役割に注目することがまず肝要である。情報の精密な取りあつかい方
への言及は，後の議論にまわすとして，さしあたり，情報を，経済システム
の中でdecision－makerがその意思決定のプロ，セスにおいてそれをCollect
することにより不確実性（Uncertainty）を減少させうる重要なファクター
として意味させておくことにする。
（14）　公文，op．　cit．　p．62．
（1）　「Arrow・Debreu　models　of　the　l950’s」を指している。
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　さて，Kornaiは経済システムを理解する際の一つの基本的な考え方を提
　　（2）示した。経済システムを二つのサブシステム，すなわち，Realの領域と
Contro1の領域とに区分することがそれである。　Rea正は経済活動のうちの物
理的側面を記述するものであり，ControlはRealを制御するものとしての
情報の側面を記述する。
　ロビンソン・クルーソーという一人の人間の人間システムを考えてみよ
う。彼は自らの手で自然界から物資を獲得し，変型し，生産を行なう。一方
で彼はそれを消費するし，将来の消費のために貯蔵もする。これら，生産・
消費の活動は彼の経済活動のうちの物理的側面に属する。これが彼という人
間システムのReal　Sphereである。しかし，彼の活動はこれだけで説明し
つくせない。彼は自分の頭の中の経験的知識のメモリーや自然界とめ対話か
らえた情報をもとに，たえず彼のRea1の活動を制御するという活動をもし
つづけている。この場合，彼は一人でRealとControl・の両活動を担当して
いる。一人経済である人間システムの記述とはこのようなものである。しか
し，人間が二人以上となって経済が組織づけられると，分業することのメリッ
トが増大し，経済システムの最小単位としてのunitが形成される。これら
unitは，生産・消費などRea1の活動に専ら従事するものと，情報を媒介と
するContro1の活動に専ら従事するものとに区分できる。この区分は抽象的
レベルにおけるものであることに注意されたい。そして，Rea1のunitの集
合がReal　Sphereであり，　Contfolのunitの集合がControl　Sphereであ
る。いま，Rea1のunitとContro1のunitを一対もっている集まりをサブ組
織（Sub－Organization）と呼び，サブ組織の集合を組織（Organization）と
　　　　　　（3）呼ぶことにする。Realのunitを瓦（西1，2，……，n）で表わし，　Controlの
unitをCt（i＝1，2，……，n）で表わすとサブ組織（S－0包で表わす（i－1，
2ジ…　■■tn））　1ま，
（2）　J．　Kornai，　op．　cit．　chapter．　4．
（3）Kornaiの組織の考え方とは少し異なっている。
　　　　　　　　　　　　　　一12一
　　　　　　　　　　　　システムの論理と経済システムの基本的フレーム　13
　　　S－O，＝　（R，，　C，）
であり，組織を0ゴ（ブ＝1，2，……，m）で表わせば，
　　　　　2　　m　＝　2n一一n
だけの数の組織が可能である。経済システムは，これら組織の集合によって
構成されていることにもなる。
　さて，上に定義したサブ組織は一つのdepartmentを形成しているわけ
で，必らずその中に一対のCiと凡をもたねばならない。逆にCiと鳥
を一つづつもてば，それはサブ組織となりうる。そして，つねに凡はCi
によって制御される。サブ組織の挙動（behavior）は組織の挙動をきめ，組
織の挙動が経済システムの挙動をきめる。サブ組織の挙動は，その中に含む
一対のCiと瓦の挙動が記述できれば，明らかとなる。すなわちKornai
自身も行なったように，unitの挙動をより一般的なinput－outputの変換プ
ロセスとして捉えることによって明らかとなる。これは言い換えれば，uriit
について，反応関数（Response　Function）を考えることに同じである。こ
の着眼は，別に目新しいものではなく，筆者も以前に分権的計画のプロセス
の議論のところで使ったことがある。しかし，そのときには，、経済システム
をある特殊な意味でとらえていたにすぎない。ここで使う反応関数とは，次
のようなものである。
　　　（状態の変化；output）一f（初期状態；input）
がそれである。この式の意味は，unitについて，ある初期の状態に，インプッ
トが投入されると，その状態の変化を伴って，アウトプットに変換されるとい
うことである。上述の反応関数の“状態”はストック（stock）で記述でき，
ストック，インプットおよびアウトプットになりうる，つまり，変項になり
うるのは，財（goods）と情報の2つである。サブ組織S「o，のGと瓦
はそれぞれが反応関数をもつ。すなわちGについては，時点tにおいて，
　　　（vt（t），　ui（t））一fi（vi（t－1），　zai（t））
で与えられる。ここに，Viは情報のストック（知識のメモリー）であり，
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殆は情報のフローである。→はインプット，←はアウトプットであることを
示している。”露一1）とVi（t）とが変換によって状態の変化が起ったこと
を物語っている。瓦については，時点’において，
　　　　　　　け　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
　　　（yi（t），Xi（t），　Ui（t））＝9i（夕乞（t－1），　Ut（t），　Xi（t））
で与えられる。ここに，鈴は財のストックであり，κ‘は財のフローである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆこの反応関数で特徴的なことは，蝋の，砺（のが変数として入っていること
である。これは1凡が同じS・OiのCiとの間に情報の授受があることを物
語っている。とくに，情報について，Ci自身およびCiとC紹≒旬の間に流
れるフn一と状態を表わすストックの連関図をT．Marschakの図を借りて考
　　　　（4）えておこう。Marschakは情報ストックのことをinternal　communication
とよび，情報のフローのことをobservationとよんでいる。名前はともあれ，
unit　Ci（or　Ck）はこれら二つの型の情報をインプットとし，　action（or
d㏄ision）というアウトプットを生みだす。次のようなセトリックスが作ら
れる。
　　　　　　　　　　　　　Ci
　　　　　　　　　　　　受け手
　　　　　　　　　｝・　・1・
　　　　α章11i÷lillilil；
　　　　　　　　・1（・，。）1（・，・）1（・，・）
　　　　　　　　i一や々（i，　fe＝＝1，　2ド・・…　n）
　、このマトリックスにおいて，　o，1，2はunitの区別を示す。ただし，
0は1，2以外のすべてのunitを代表する。コマ（1，0）は送り手が1
で受け手が0である，と読む。右下への対角上のコマ三つが情報のストック
（4）K：ornaiは，鳥とCiC（i，　k＝1，2，……n，　i≒k）との間に＆からCiCへ流れ
　　る情報フローを考えているが，筆者はそれを捨象している。濫はつねにS－Ctの
　Ciにのみ情報フローを送るのである。なお，　T．　Marschak，“Efficient　and
　Viable　Organizational　Forms”in　M．宜aire（ed），　Modern　Organigation
　Theory，　chapter　l1。（1959）を見よ。
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を指し，それ以外の六つのコマは情報のフロ・一を指していることを知る。
　さてサブ組織S－O，の反応関数fiと9tから作られる，組織0ゴにおけ
る反応関数の複合体をFjとG」と記そう。財の数をM，情報タイプの数
を！＞とすれば，経済システムの記述は，0ゴ，M，2V，　Fゴ，　Gゴによって完
結する。ここに，情報タイプとは，Kornaiによれば，システムにと．り不変の
特性をもち，情報の分類の最小単位であるとされている。いわば，情報タイ
プは名辞であり，unit間を流れる情報のフローおよび情報のストックは，
任意の時点t（0≦’≦7「）で値の変わる変項としてとらえられているのであ
る。情報タイプのうち，経済システムにとって最も重要なものは，price・type
の情報タイプとhon－price－typeの情報タイプとである。われわれは，経済
システムの情報構造のより具体的記述にとって，この二種の情報ダイブの区
別はきわめて重要であると考えている。
一15一
